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今月の出来事

三番目の息子が幼稚園の年長になり、長男が無事高校に進学出来た事を、亡くなった父親を初め、ご先祖

様に感謝しています。

仕事は、広葉樹原木のシーズンは終了しました。 本年はタモ材の優良原木が本当に高いシーズンでした。ナ

ラの原木とタモの原木は、どちらかと言えば、従来はナラの方が若干、値段は高いのですが、全く逆の本年で

した。

これからはアラスカ材スプルース原木のシーズンが始まります。去年同様、スプルース原木の良材に、巡り

会える『自分の目利きで良材原木を探し、製材するのが、わくわくする』事を、楽しみにしています。

３月に芦屋の居家にハードメープルの床材を納めさせて頂きましたが、

設計士の評価と、お施主様の声が全く違うのには、びっくりしました。

お施主様はホテル経営をしている方で、結構、デザインにも精通している

方です。弊社材のハードメープルの色の良さ、目合いの細かさ等、非常に

満足していますと、『ご主人様、奥様からもお褒め頂きました』仰られ

もっと頑張って、皆様に『木』の良さを一層アピールしなければいけない

と誓いました。

政府が四月一日に発表した、グリーン購入法に対して、木材業界は、割と楽観している様に、見えますが、

ジワジワ自分達の首を絞める様に成りはしないかと考えています。

インドネシア材の輸出の規制とか、ロシア材の盗伐の問題等、難題が山積しているのに、何故か

木材業者は団結して、事に掛からないのは、本当に不思議な業界です。

私事ですが、久しぶりに、ダイビングに白浜に行って来ました。何十本も

白浜でダイビングをしていますが、殆どのポイントはダイブしましたが、

最後行きたかったポイントが『カスミの根』であります。そこには世界中

でもこの付近しかいない（オオカワリイソギンチャク）が根にびっしり張

り付いているのです。深度３８メーター付近にいます。しかし、そこは、

別世界です。

水の美しさは森が、健全性を表しています。

ダイビングすると、人は、自然の恵みのお陰で、生活させてもらっている

事を、本当に痛感します。


